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令和元年度 地域おこし協力隊 年度末報告書 
 

○自己紹介 

名 前：豊島 友（とよしまゆう） 

ニックネーム：とよし 

生 年 月 日：1997 年（平成 9 年）1 月 10 日 

主 な 経 歴：  

      2015 年４月    北海道教育大学釧路校入学 

      2019 年４月    利尻町地域おこし協力隊に教育推進員として着任 

 

〇教育推進員 業務内容 

教育委員会業務を担当 

⑴ 社会教育事業企画実施 

「りしり発掘探検隊―アドベンチャーキッズ―」計 3 回を予定（2 回実施済み） 

【活動趣旨】 

地域の自然に密着した活動を行うことで、故郷利尻を見つめ直し、自然の素晴らしさを再

認識するとともに、情操豊かな子どもたちを育てる。 

第 1 回 海の生き物の住処を探せ‼＠博物館、沼浦海岸（R1/07/21） 

第 2 回 冬の森を探れ‼＠どんと、利尻町森林公園（R2/02/11） 

第 3 回 雪 de 大実験‼＠どんと、どんと岬（感染症の流行により中止） 

参加対象の町内小学生の求める事業を行うことができたのかという点で課題が多々ある。

町内小学生が楽しめる事業の企画・実施が自分自身でできていたのかと問われるとそうで

はない。退屈と思われる事業趣旨の中に遊びや楽しいと思える要素を盛り込めば、事業の参

加人数や児童の学びの質も高まったのかもしれない。 

危機管理という点についても課題があり、企画段階から、そこをもう少し考えるべきであ

ったように思える。 

 

 

 

 

⑵ 教育情報誌作成発行（どんと発 １２月号～） 

・どんとで行われるイベントの紹介 

・教育委員会関係事業の紹介・報告 



 

⑶ 放課後学童保育知育遊び実施（7 月～ 週 1 回） 

→学習型ゲームや遊びの企画、クラフトなど入所児童の好きなことなどを考え実施。 

 遊びのレパートリーを増やし、遊びながら学ぶことの楽しさを伝えるよう努めた。 

 

⑷ その他教育委員会業務 

・利礼 3 町児童交流事業 ・オータムスクール ・社会教育事業 他 

りしりオータムスクール事業は大学生の時にボランティアとして参加しており、今回は

スタッフという立場での参加となった。立場としては個人的に大学生の相談役というポジ

ションで務めた。しかし大学生へのサポートができたかしっかりとアドバイスをすること

ができたかという点では課題がたくさんある。 

 どのように伝えるか。攻めずにけれども気づかせる言い方とは何か。 

 諭した言い方はどのようにすればよいかなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇業務外 個人活動 

ふれあい花壇作業 

 

沓形地区神社祭（金毘羅神輿参加） 

 

浮島まつり(役場山車参加：沓形、仙法志)YMCA 

 

水泳少年団指導 

水泳少年団の指導を行う中で、子どもたちとの関わり方を模索し、水泳を楽しめるように

努めた。しかし、子どもたちに寄り添い活動を行うことができたのかという点では課題がた

くさんある。 

 

コーラス島の音＠６月より加入 

主な行事参加 

（京都大学交響楽団コンサート：「島を愛する」歌唱、京都大学と共演） 

（利尻町開基 120 周年記念祝賀会：開基 120 周年祝歌「約束のうた」歌唱、流氏と共演） 

（Ｌa Vita è bella：「未来に向かって」「約束のうた」歌唱、留萌中音楽科加藤教諭と共演） 

 

 コーラス島の音に加入して地域の方々と関わりを持ち、活動の中でコミュニケーション

をとってきた。歌という一つの共通のツールを利用することで楽しく利尻での生活を送る

ことができた。 

 

茶道サークル湖月会＠５月より 

主な行事参加 

（利尻町民文化展示会：「お茶席」お運びとして参加） 

水泳少年団＠計５回 

（５年生指導：３回、中学年指導：２回） 

  

 


